
第１号様式（第２条関係）　
	 eq \o\ad(風致地区内行為許可申請書,　　　　　　　　　　　　　　)
　次のとおり、唐津市風致地区内における建築等の規制に関する条例第２条第１項の

許可を申請します。

                　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年     月     日

    唐津市長　　　　　　　様 

     　　　　　　住　　所

　　　　  　　　　　　　　　　　　  　　　（所在地）

 　　　　　　　　　　　　　  　　　申請者　氏　　名　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名称及び代表者氏名）

                         　　　　　　（電話　　　　　　　　　　　）

	風致地区の名称
	

	 eq \o\ad(行為地,　　　　　　　)
	 eq \o\ad(所在地,　　　　　)
	

	
	 eq \o\ad(用途地域,　　　　　)
	

	
	その他の地域の区分
	１ 土地区画整理事業施行区域 

２ 都市公園区域

３ その他（　　　　　　　　　　　）

	許可を受けようとする行為
	

	 eq \o\ad(行為着手予定日,　　　　　　　)
	年   月   日
	行為完了予定日
	年   月   日

	工事施行者の住所、氏名、職業及

び資格
	

	 eq \o\ad(工事概要,　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(備考,　　　　　　　)
	


　(注) 　

　　１　木竹の伐採、宅地の造成等、建築物の新築等を同一の土地で、同一の目的のため

　　　に一連の事業として行う場合は、「許可を受けようとする行為」の欄に、その旨を記

　　　入すること。

　　２　「その他の地域の区分」の欄は、該当するものを○で囲むこと。

　　３　「工事概要」の欄には、工事費概算も記入すること。

　　４　氏名を自署する場合においては、押印を省略することができる。
第２号様式（第２条関係）

	風致地区内行為変更許可申請書

　次のとおり、唐津市風致地区内における建築等の規制に関する条例第２条第２項の

許可の変更を申請します。

                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年     月     日

    唐津市長　　　　　　　様 

     　　　　　　住　　所

　　　　  　　　　　　　　　　　　  　　　（所在地）

 　　　　　　　　　　　　　  　　　申請者　氏　　名　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名称及び代表者氏名）

                         　　　　　　　　 （電話　　　　　　　　　　　）

	 eq \o\ad(風致地区の名称,　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(行為の所在地,　　　　　　　　)
	
	 eq \o\ad(許可年月日,　　　　　)
 eq \o\ad(及び番号,　　　　　)
	

	変更の内容
	 eq \o\ad(変更前,　　　　　)
	

	
	 eq \o\ad(変更後,　　　　　)
	

	変更しようとする

理　　　　　　　由
	

	備　　　　　　　考
	


　(注) 　

　　１　工事施行者及び工事費概算についても変更がある場合は、「備考」の欄にその旨を

　　　記入すること。

　　２　氏名を自署する場合においては、押印を省略することができる。　

第３号様式（第２条関係）

	建   築   物   設   計   書

	敷　　　　地
	敷地及びその周辺の現況
	

	
	 eq \o\ad(敷地の面積,　　　　　　　)
	　　 　　　　　　　　　　　平方メートル 

	
	敷地所有者の住所及び氏名
	

	
	敷地内の木竹の有無及びその処理方法
	

	申　　請　　建　　築　　物
	区　　　　　分
	　　　　　地上　　階　　　　　　年　　月　　日から

１　常設　　　　　　　 ２　仮設

　　　　地下　　階　　　　　　年　　月　　日まで

	
	用　　　　　途
	１　居住　　２　店舗　　３　その他（　　　　　　　　）

	
	構　　　　　造
	１　木造　　２　鉄筋コンクリート造　　３　鉄骨造

４  コンクリートブロック造　５ その他（　 　　  　　）

	
	 eq \o\ad(工事種別,　　　　　　　)
	１　新築　　２　改築　　３　増築　　４　移転

	
	屋根材料及び仕上材料 　 
	
	外壁材料及び仕上材料
	

	
	 eq \o\ad(屋根の色彩,　　　　　　　)
	
	 eq \o\ad(外壁の色彩,　　　　　　　)
	

	
	 eq \o\ad(建ぺい率,　　　　　　　)
	　パーセント
	既存の

建築物
	種 類
	

	
	
	
	
	構 造
	

	
	 eq \o\ad(建築面積,　　　　　　　)
	平方メートル
	
	建 築面 積
	平方メートル

	
	 eq \o\ad(建築物の高さ,　　　　　　　)
	メートル
	
	高 さ
	メートル

	
	外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界線までの最短距離
	道路に接する部分　　　　　　　　　　　メートル

	
	
	その他に接する部分　　　　　　　　　　メートル

	備 　　　     考
	


　(注)   

　　１　「敷地及びその周辺の現況」の欄は、木竹の疎密程度、傾斜の有無、高低等に

　　　ついて記入すること。

　　２  「用途」､「構造」及び「工事種別」の欄は、該当するものを○で囲むこと。

　　３  「敷地内の木竹の有無及びその処理方法」の欄は､木竹がある場合はその種類、

　　　樹齢及び本数並びにその処理方法（移植又は伐採）を記入すること。

第４号様式（第２条関係）

	工   作   物   設   計   書

	敷　　　　地
	敷地及びその周辺の現況
	                               

	
	敷地の面積
	　　　　　　　　　　　　平方メートル 

	
	敷地所有者の住所及び氏名
	

	
	敷地内の木竹の有無及びその処理方法
	

	申    請    工    作    物
	区　　　　分
	　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日から

１　常設　　　　　　２　仮設

　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日まで

	
	用　　　　途
	

	
	 eq \o\ad(工事種別,　　　　　　)
	１　新築　　２　改築　　３　増築　　４　移転

	
	 eq \o\ad(建築面積,　　　　　　)
	                               平方メートル　

	
	構　　　　造
	

	
	意　　　　匠
	

	
	工作物の高さ
	メートル
	既存の工作物の高さ
	メートル　

	備     　  考
	


  (注) 　

　　１  この様式は、建築物以外の工作物について用いること。

　　２  「工事種別」の欄は、該当するものを○で囲むこと。

　　３  「敷地内の木竹の有無及びその処理方法」の欄は、木竹がある場合はその種類、

      樹齢及び本数並びにその処理方法（移植又は伐採）を記入すること。

　　４  「意匠」の欄は、模様、配色等について記入すること。

第５号様式（第２条関係）

	宅　地　の　造　成　等　設　計　書

	区　　　　　分
	１　宅地の造成　　２　土地の開墾　　３　その他（　　　　　）

	施行地及びその周辺の現況
	

	工事
	 eq \o\ad(概要,　　　　　　)
	

	
	 eq \o\ad(総面積,　　　　　　)
	                                   平方メートル

	
	施行地の面積
	                                   平方メートル

	
	切土又は盛土
	最高ののり高さ
	メートル

	
	
	のり面処理方法
	

	木竹の有無及びその処理方法
	

	 eq \o\ad(緑地率,　　　　　　　)
	 eq \o\ad(特例の適用,　　　　　　　)
有 ・ 無
	パーセント

	備　　　　　考
	


  (注) 
　　１  「区分」の欄は、該当するものを○で囲むこと。

　　２  「施行地及びその周辺の現況」の欄は、木竹の疎密程度、傾斜の有無、高低等に

　　　ついて記入すること。

　　３  「木竹の有無及びその処理方法」の欄は、木竹がある場合はその種類、樹齢及び

      本数並びにその処理方法（移植又は伐採）を記入すること。

    ４  「備考」の欄は、風致の維持のために行う措置等について記入すること。

第６号様式（第２条関係）

	木  竹  伐  採  設  計  書

	区　　　　　分
	１　条例第２条第１項第１号及び第３号に掲げる行為

２　森林の択伐　　　３　森林の皆伐

	施行地及びその周辺の現況
	

	伐採する木竹
	種　　　類
	

	
	樹　　　齢
	

	
	 eq \o\ad(伐採本数,　　　　　)
	

	
	 eq \o\ad(伐採方法,　　　　　)
	

	
	 eq \o\ad(伐採面積,　　　　　)
	                                 平方メートル

	伐採跡地の処理方法
	

	備　　　　　考
	


　(注) 

　　１  「区分」の欄は、該当するものを○で囲むこと。

　　２  「施行地及びその周辺の現況」の欄は、木竹の疎密程度、傾斜の有無、高低等

　　　について記入すること。

　　３  「備考」の欄は、風致の維持のために行う措置等について記入すること。

第７号様式（第２条関係）

	土　石　の　類　の　採　取　設　計　書

	採取物件名
	１　土　　２　石　　３　砂

	採取地及びその周辺の現況
	

	採取
	 eq \o\ad(採取量,　　　　　　)
	　　　　　　　　　　　　　　　　　立方メートル

	
	 eq \o\ad(採取方法,　　　　　　)
	１　露天掘り　　２　その他（　　　　　　　）

	
	施行地の面積
	                                   平方メートル

	採取跡地の処理方法
	

	木竹の有無及びその処理方法
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	備　     　　考
	


　(注) 

　　１  「採取物件名」及び「採取方法」の欄は、該当するものを○で囲むこと。

　　２  「採取地及びその周辺の現況」の欄は、木竹の疎密程度、傾斜の有無、高低等

　　　について記入すること。

　　３  「木竹の有無及びその処理方法」の欄は、木竹がある場合はその種類、樹齢及び

　　　本数並びにその処理方法（移植又は伐採）を記入すること。

　　４  「備考」の欄は、風致の維持のために行う措置等について記入すること。
第８号様式（第２条関係）

	水　面　の　埋　立　て　（干　拓）　設　計　書

	区　　　  　分
	１　水面埋立　　２　干拓

	用　　　  　途
	１　宅地　　２　農地　　３　その他（　　　　　　　）

	施行地及びその周辺の現況
	

	工事
	概　　要
	

	
	総 面 積
	                                   平方メートル

	
	施行地の面積
	                                   平方メートル

	木竹の有無及びその処理方法
	

	備　　　　考
	


　(注) 

　　１　「区分」及び「用途」の欄は、該当するものを○で囲むこと。

　　２　「施行地及びその周辺の現況」の欄は、木竹の疎密程度、傾斜の有無、高低等に

　　　ついて記入すること。

　　３　「木竹の有無及びその処理方法」の欄は、木竹がある場合はその種類、樹齢及び

　　　本数並びにその処理方法（移植又は伐採）を記入すること。

　　４　「備考」の欄は、風致の維持のために行う措置等について記入すること。

第９号様式（第２条関係）

	屋外における土石、廃棄物又は再生資源のたい積設計書

	たい積物件名
	

	たい積地及びその周辺の現況
	

	た い 積
	たい積量
	　　　　　　　　　　　　　　　　　 立方メートル

	
	たい積の面積
	                                   平方メートル

	
	たい積の高さ
	                                   メートル

	木竹の有無及びその処理方法
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	備　　　　　　考
	


　(注)

　　１　「たい積地及びその周辺の現況」の欄は、木竹の疎密程度、傾斜の有無、高低等

　　　について記入すること。

　　２  「木竹の有無及びその処理方法」の欄は、木竹がある場合はその種類、樹齢及び

　　　本数並びにその処理方法（移植又は伐採）を記入すること。

    ３  「備考」の欄は、風致の維持のために行う措置等について記入すること。

第１０号様式（第３条関係）
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 eq \o\ad(許  可  番  号,　　　　　　　　　　　　　　)

	第          号

	 eq \o\ad(許　可　年　月　日,　　　　　　　　　　　　　　)
	年    月    日

	許可を受けた者の住所及び氏名
	

	 eq \o\ad(工事施行者の住所及び氏名,　　　　　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(行 為 地 の 所 在 地,　　　　　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(許可を受けた行為の内容,　　　　　　　　　　　　　　)
	

	 eq \o\ad(許　可　期　間,　　　　　　　　　　　　　　)

	      　　 年    月    日から

       　　年    月    日まで
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第１１号様式（第４条関係）

	風 致 地 区 内 行 為 完 了 届

　次のとおり、唐津市風致地区内における建築等の規制に関する条例第２条第１項の許可を受けた行為を完了したのでお届けします。

                年     月     日

　　　唐津市長　　　　　　　  様

            　住 　 所

 　　　　　　　　　　　　　　届 出 人　  氏 　 名　　　　　　　　　　

	風致地区の名称
	

	行為地の所在地
	

	許可を受けた

行為の内容
	

	許可年月日

及び許可番号
	  　 　  年     月     日　　　　　第　　　　号                  

	行為完了年月日
	     　　年     月     日

	備考
	


  (注)　氏名を自署する場合においては、押印を省略することができる。　

第１２号様式（第７条関係）

	                                                       第        号

身    分    証    明    書

        （職    名）

        （氏    名）

        （生年月日）

　上記の者は、唐津市風致地区内における建築等の規制に関する条例第６条第１項の規定により、次の土地に立ち入り、検査する者であることを証明する。

  １   eq \o\ad(立入りの場所,　　　　　　　)
  ２   eq \o\ad(検査対象物,　　　　　　　)
  ３  立入り検査期間            年    月    日から

                                年    月    日まで

  ４  その他必要事項

                年    月    日

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唐津市長　　　　　　　　　　　印


別表第１（第２条関係）

風致地区内行為（変更）許可申請書に添付する図面

	行為の区分
	 eq \o\ad(図面の種類,　　　　　　　)
	図面に明示しなければならない事項

	建築物その他の

工作物の新築、改

築、増築又は移転

（以下「建築物等

の築造」という。）
	付近見取図
	方位、施行箇所、施行箇所付近の道路、交通機関及び山、崖、湖、沼、河川、建築物等主な目標からの距離

	
	配置図
	縮尺（５００分の１以上）、方位、地名、地番、敷地の境界線、工作物、木竹の現況又は植栽計画図、敷地に接する道路の位置

	
	平面図
	縮尺（２００分の１以上。以下同じ。）及び方位並びに許可行為変更の場合は、対照平面図

	
	二面以上（正面、側面等）の立面図
	縮尺並びに主要部分の材料の種別及び色彩

	建築物その他の工作物の色彩の変更
	付近見取図
	建築物等の築造の場合に同じ。

	
	平面図
	建築物等の築造の場合に同じ。

	
	二面以上（正面、側面等）の立面図
	建築物等の築造の場合に同じ。

	宅地の造成等
	付近見取図
	建築物等の築造の場合に同じ。

	
	平面図
（現況の平面図及

び行為後の平面図）
	縮尺、方位、行為地の境界線、等高線、断面図の位置、石がき及びがけの位置並びに木竹の現況又は植栽計画図並びに許可行為変更の場合は、対照平面図

	
	縦横断面図
	縮尺、現況線及び計画線

	木竹の伐採
	付近見取図
	建築物等の築造の場合に同じ。

	
	平面図
	縮尺、方位、等高線、木竹の位置及び伐採区域又は位置

	土石の類の採取
	付近見取図
	建築物等の築造の場合に同じ。

	
	平面図
（現況の平面図及

び行為後の平面図）
	宅地の造成等の場合に同じ。

	
	縦横断面図
	宅地の造成等の場合に同じ。

	水面の埋立て又は干拓
	付近見取図
	建築物等の築造の場合に同じ。

	
	平面図
	宅地の造成等の場合に同じ。

	屋外における土石、廃棄物又は再生資源のたい積
	付近見取図
	建築物等の築造の場合に同じ。

	
	平面図
	宅地の造成等の場合に同じ。


別表第２（第６条関係）

	区　　分
	面積の算定方法

	高木（高さ３．５メートル以上の樹木をいう。以下同じ。）
	１本当たり７平方メートル

	中木（高さ１メートル以上３．５メートル未満の樹木をいう。以下同じ。）
	１本当たり３平方メートル

	低木（高さ０．５メートル以上１メートル未満の樹木をいう。以下同じ。）
	１本当たり１平方メートル

	延長距離１メートル以上の生垣（高さ

１．０メートル以上のものに限る。）
	延長距離１メートル当たり３平方メートル

	高さ０．５メートル未満の樹木
	水平投射面積

	上記と一体となって良好な風致を形成していると認められる草本、地被、池、庭石その他これらに類するもの
	


　備考

　　１　高木、中木又は低木の１本当たりの面積の算定方法は、樹冠の水平投射面積がこ

　　　の表の右欄の面積の算定方法により算定した面積を超える場合は、当該水平投射面

　　　積とすることができる。

　　２　この表の左欄の区分に掲げるもので道路との境界線から６メートル以内の土地に

　　　存するものの面積の算定方法は、それぞれ同表の右欄及び備考１の面積の算定方法

　　　により算定した面積の２倍の面積を満たしたものとみなす。ただし、宅地の造成等

　　　が行われる面積が３００平方メートル未満であり、土地の形状等により条例別表の

　　　右欄に掲げる割合とすることが困難と認められる場合は、この限りでない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　� ３０センチメートル以上 �





　





　�　５０センチメートル以上　�
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